


    
「汗ぬきデョア」はデョアの中で、水溶性（汗など）汚れに対しての洗浄力を極限まで高めた 

       洗浄サシツマです。汗ぬき洗剤 「乾洗王」 と 「サヨケヱセヺフ」 を使用することにより 

       洗浄力はもちろんのこと、衣類の安全性、仕上げ性、安全な溶剤管理まで可能にします。 

  

 

１. サヨケヱセヺフ  （タメヺザ用デョアセヺフ） 
 

 
 

 

２. 乾洗王   （水溶性洗浄剤、汗ぬき剤） 
                     

 
 
 

    【洗浄フルギョマ】 ヹヹヹ  ノチタ ７～１２分  → エヺノヺビルヺ  ５～１０分  

※必ずノチタ洗浄時にプヺシソヱキではなくロチサメヺに乾洗王を投入してください。 

ォチフを使い手で投入するか、自動投入機をご用意下さい。 

※目に見える汚れ(強い汚れ)は乾洗王またはウカシハヺテの原液を直接その部分に 

シフリヺまたは塗布すると、より高いリプラの汗ぬきデョアが可能になります。 

※乾洗王を使用する場合、特に染色堅牢度の特に弱いもの（リヺユヱ、サラキ１００％の 

原色）や ォサポモ、゠ヱゲョ、ムブモ、新合成繊維等は乾洗王の使用量を少なくする 

など注意して下さい。  

 

 

ＡＭＧ汗ぬきドライシステム 

① 毎回洗浄時 ヹヹヹ 使用デョア機処理量（kg）  × 3～4cc  
     例） １０K の場合  30～40cc (汗ぬき時＝100～125cc) 
        ２０K の場合  60～80cc (汗ぬき時＝200～250cc) 
 

② ォヺテヨチザ交換時  ヹヹヹ ４７０コアジ１本に対して１．５～２あ 
 

③ 新液追加時 ヹヹヹ 新液追加の０．５％～１．０％   

        例） １００あ追加時ヹヹヹヹ500～1000cc 

● 汗ぬき、または汚れの強い衣類に対して、ノチタ洗浄時に 
ロチサメヺに投入します。 

 
 投入量 ヹヹヹ ノチタ洗浄時溶剤汲み上げ量に対して０．５％～１％   
        例） １０K のデョア機の場合   約 200～300cc 

            ２０K のデョア機の場合   約 400～500cc 
 

※ 自動ノチタの液位が多すぎる場合は手動で行うと効果的です 


